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１．はじめに
近年のコンピュータシステムの普及に伴い，産業

分野において，システムの比較的小規模な変更をエ

ンドユーザが行いたいという要求が高まっている．

ところが，システム変更用のツール操作が複雑であ

るために，エンドユーザがその操作を行うのは困難

である．

我々は，知的エージェントによるアプリケーショ

ンユーザの支援を目的に，インタフェースエージェ

ントフレームワーク Collagen を開発している[1,2]．

今回，監視制御システムのエンジニアリングツー

ルのエンドユーザによる操作を容易にするため，

Collagenを実際のシステムと組み合わせ，実用上の

問題について検討を行った．以下では，この取り組

みについて報告する．

２．Collagen フレームワーク
Collagen はユーザ操作の長い履歴をもとにユーザ

の意図の抽出を行うことを特徴とする．

一般に汎用ワープロに見られるようなインタフ

ェースエージェントは,ユーザに親しみやすいイン

タフェースを提供することに重点を置き，ユーザが

行っている操作の意図抽出は，短い操作履歴から行

われる．これに対し，産業分野のエンジニアリング

ツールに見られるような複雑な手続きを必要とす

る作業においては，短い操作からだけではなく，ユ

ーザの意図を全体の操作履歴から的確に抽出し，各

状況に応じたサポートを提供することが重要とな

る．Collagenはこのための機能を階層的な操作履歴

を構築する事により実現している．

図１は，Collagenを適用したシステムのソフトウ

エアブロック図である．アプリケーションに組み込

まれた Collagenは，アダプタを介してアプリケーシ

ョンのユーザ操作を監視する．アダプタは，各種ア

プリケーションのイベントと Collagen 内部のイベ

ント構造を相互に変換する働きを持つ．Collagenで

はユーザ操作のモデルを階層的に記述した定義を

レシピと呼ぶ．Collagenはレシピと取得したユーザ

操作によるイベントを用いて階層的なユーザ操作

履歴を構成し，ユーザの意図を抽出する．Collagen

は抽出した意図に応じて，インタフェースエンジン

が制御するキャラクターエージェントにより提案，

助言，操作の代行などのナビゲーションを行う．キ

ャラクタエージェントは，画面上の表示される擬人

化インタフェースである．Collagenのフレームワー

クはアプリケーションに依存しない一般的なもの

であり，アダプタとレシピを各アプリケーションご

とに用意することにより様々なアプリケーション

に対応することができる．

３．エンジニアリングツールへの適用
Collagen を SymbolEditor[3]と呼ぶエンジニアリン

グツールへ適用した．SymbolEditorは監視制御シス

テムの画面上に表示するポンプやタンク等の図記

号の振る舞いを定義するためのツールである．シン

ボルの振る舞いは，複数の入力信号の組み合わせに

よって決定される．その定義を行うには図記号の用

途に応じて各種条件式の入力と表示形態の組み合

わせ等，様々な項目について設定しなければならな

い．このため，通常の描画ツールの利用と比較し，

より複雑な操作が要求される．今回の試作では，こ

の SymbolEditorの動作定義，すなわち図的情報の入

力以外の部分に対して，Collagenの導入を行った．

図２は，Collagen を適用した SymbolEditor の画面

例である．Collagenは図２の右上に表示されている

キャラクターエージェントによりユーザに提案や

助言を行う．ユーザは画面左下のユーザウィンドウ
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図１ Collagenのソフトウエアブロック図
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を介して，Collagenの提案に対する返答を行うこと

ができる．また，Collagenはユーザが行う操作の代

行を独自に表示するポインタを用いて行う．このポ

インタは画面上を動き，ユーザが行うマウス操作と

同様の操作を実施，ユーザはキャラクターエージェ

ントによるエンジニアリングツールの操作を観察

することができる．

図３に取得したユーザ操作情報をもとに Collagen

が構成した操作履歴を示す．各階層は意図に応じた

一連の操作シーケンスを表している．Collagenは現

在のユーザ操作が含まれる階層の操作シーケンス

を完了するようにユーザに提案や助言，あるいは操

作の代行を行う．Collagenはこのような処理を繰り

返し，各階層の目的を達成することにより階層のト

ップレベルの最終的な目標へのナビゲーションを

行う．

SymbolEditorはインタフェースエージェントの導

入を考慮せずに作成されたソフトウエアであるが，

Collagenの利用により，ユーザの操作内容に対応し

た適切な提案や助言を行うインタフェースエージ

ェントを導入できた．あらかじめエンジニアリング

ツール側もインタフェースエージェントとの接続

を意識し，各操作の実行やプロパティーの設定を統

一したインタフェースで行えるようにすればより

スムーズな接続が可能になると思われる．

Collagenは，ツールに不慣れなユーザだけを支援

するだけでなく，熟練したユーザに対しても有効に

作用する．Collagenはレシピに従ってユーザの代わ

りに操作シーケンスを実行することができる．この

ような機能はツールに熟練したユーザに対しては

ツールの半自動的な使用を可能とする．なお，この

操作シーケンスの実行はユーザに見える形で行わ

れるので，ツール操作の教育にも利用することもで

きる．

４．今後の課題
今回の適用を通して得た問題と今後の展開につ

いて述べる．

Collagenを実ツールに導入し，複雑な操作手順を

支援できることを確認したが，レシピに関する問題

が生じた．Collagenは一般的なツールのレシピを作

成するためのフレームワークを提供するが，レシピ

自体は各ツールごとに用意する必要がある．今回の

実ツールのレシピの作成は，レシピの作成と実ツー

ルの操作の両方に習熟している必要があり，予想以

上に困難な作業となった．また，レシピが複雑にな

るにつれ，その検証をいかに行うかという問題も生

じた．

今後は，学習・教示等による手段も考慮に入れた

レシピ作成支援を検討していく予定である．また，

エンジニアリングツールでは個々のツールの操作

も複雑になっているが，様々なエンジニアリングツ

ールを連携させて使う方法も複雑になっている．し

たがって，ツール間の連携を考慮したインタフェー

スエージェントのフレームワークに関しても研究

を行っていく予定である．
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図３ 操作履歴の例

図２ 画面例
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